
今
年
も
ま
た
、
正
月
の
幕
あ
け
か
ら
、
人
気
作
家
山
本

一
力
さ
ん
が
「
オ
ー
ル
読
物
」
で
連
載
次
郎
長
伝
・
背
負

い
富
士
の
執
筆
を
始
め
、
四
月
に
は
劇
団
扉
座
に
よ
る

「
次
郎
長
伝
異
聞
．
語
り
継
ぐ
者
た
ち
」
が
紀
伊
国
屋
サ

ザ
ン
シ
ア
タ
ー
で
公
演
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

山
本
一
力
さ
ん
は
、
連
載
に
先
立
ち
取
材
の
た
め
、
昨

年
十
一
月
二
十
日
清
水
港
を
訪
ね
た
。
入
念
な
準
備
で
始

め
ら
れ
た
「
背
負
い
富
士
」
は
実
に
山
本
一
力
さ
ん
な
ら

で
は
の
新
し
い
次
郎
長
の
世
界
を
創
り
出
し
て
い
る
。

次
郎
長
に
は
富
士
山
が
似
合
う
。
明
治
三
十
六
年
、
読

売
新
聞
の
「
千
人
評
」
に
は
乃
木
大
将
や
福
沢
諭
吉
と
並

ん
で
、
次
郎
長
を
こ
う
評
し
て
い
る
。

「
さ
あ
来
い
と
、
富
士
を
背
中
に
背
負
っ
て
立
つ
、
男
の

中
の
男
一
匹
」

次
郎
長
没
後
十
年
の
こ
の
評
は
、
没
後
百
十
年
余
を
経

た
今
日
で
も
、
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
（
山
本
一
力
さ
ん
の

記
念
誰
演
は
穂
会
終
了
後
、
午
後
一
時
か
ら
開
か
れ
ま
す
）

戸
ｈ

》

患

総
会
に
は
地
元
興
津
出
身
の
宝
井
馬
琴
師
匠
も
駈
け
つ

け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
は
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
で
の
「
民
衆
文
化
の
つ
く
ら
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
た

ち
」
の
展
示
や
、
加
藤
剛
主
演
の
「
次
郎
長
が
行
く
」
東

京
三
越
劇
場
で
の
公
演
な
ど
、
実
り
多
い
年
で
あ
っ
た
。

「
オ
ー
ル
読
物
」
誌
平
成
十
七
年
新
年
号
か
ら
始
ま
っ
た

山
本
一
力
さ
ん
の
連
載
「
背
負
い
富
士
」
の
扉
絵

写真提供

工スパルス通り魚伴

平
成
十
七
年
度
総
会
開
催
へ
ｌ
生
誕
二
○
ｏ
笑
向
け
て

今
年
四
月
か
ら
政
令
指
定
都
市
静
岡
が
出
発
。
次
郎
長
生
誕
の
地
は
清
水
区
と
し
て
名
を
留
め

る
。
生
誕
二
百
年
ま
で
あ
と
十
五
年
と
い
う
節
目
の
年
、
記
念
講
演
に
は
、
次
郎
長
伝
「
背
負
い

富
士
」
執
筆
中
の
山
本
一
力
さ
ん
が
駈
け
つ
け
、
元
気
を
出
し
て
と
清
水
に
声
援
し
て
下
さ
る
。

司唾

４

雷酋誇識自

山
本
一
力
さ
ん
の
作
品
を
読
ん
で

私
は
、
山
本
一
力
さ
ん
の
作
品
は
、
「
あ
か
ね
空
」
「
損

料
屋
喜
八
郎
始
末
控
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
下
町
人
情

豊
か
な
「
い
つ
ぼ
ん
桜
」
「
萩
ゆ
れ
て
」
「
そ
こ
に
す
い
か

ず
ら
」
「
苦
種
の
あ
さ
が
お
」
は
特
に
好
き
で
、
一
気
に

読
ま
せ
て
頂
き
、
読
書
の
楽
し
み
が
倍
増
し
ま
し
た
。

評
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
立
っ
て
い
る
だ
け
で
江
戸
庶

民
の
気
持
に
な
れ
る
所
だ
」
と
思
い
ま
す
。

か
ぜ

そ
し
て
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
の
旋
風
」
は
、
直
木
賞

作
家
の
原
点
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

「
夕
日
が
あ
か
ね
空
に
染
め
た
。
水
平
線
の
空
、
高
知

の
桂
浜
と
お
ん
な
じ
や
、
桂
浜
と
ア
ラ
モ
ア
ナ
の
浜
と
は
、

数
千
キ
ロ
の
へ
だ
た
り
が
あ
る
が
、
海
は
ど
ち
ら
も
太
平

洋
だ
」主

人
公
謙
吾
が
ハ
ワ
イ
の
夕
日
を
眺
め
な
が
ら
、
あ
か

山
本
一
力
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
知
県
出
身
。
三
年
ほ
ど
前
、
「
あ
か
ね
空
」
で
第
一
一
一

六
回
直
木
賞
を
受
章
。
「
梅
咲
き
ぬ
」
「
だ
い
こ
ん
」
「
銭

売
り
奏
蔵
」
な
ど
次
々
と
ヒ
ッ
ト
作
を
出
し
、
「
オ
ー
ル
読

物
」
誌
で
は
、
次
郎
長
伝
・
背
負
い
富
士
を
連
載
中
。

－１－

苫 ー
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身
の
巨
人
南
方
熊
楠
邸
跡
で
は
「
安
藤
み
か
ん
」
に
行
き

会
う
な
ど
、
小
さ
く
な
い
収
穫
も
得
ま
し
た
。

明
治
二
十
六
年
、
次
郎
長
が
七
十
四
年
の
生
涯
を
閉
じ

た
年
、
愚
庵
天
田
五
郎
は
西
国
三
十
三
箇
所
巡
礼
の
旅
に

立
ち
ま
し
た
。

愚
庵
研
究
家
柳
内
守
一
氏
に
よ
れ
ば
、
愚
庵
は
次
郎
長

の
計
報
を
旅
先
の
北
海
道
で
知
り
、
六
月
、
京
都
へ
の
帰

路
清
水
港
へ
立
寄
っ
て
梅
蔭
寺
の
墓
前
に
香
華
を
手
向
け

た
と
い
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
五
月
、
私
た
ち
次
郎
長
翁
を
知
る
会
会
員

や
地
元
の
歴
史
愛
好
家
た
ち
か
ら
な
る
一
行
は
、
百
年
余

も
前
愚
庵
が
次
郎
長
菩
提
の
た
め
巡
礼
と
し
て
歩
い
た
足

跡
を
訪
ね
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
一
一
泊
三
日

の
旅
。
愚
庵
が
杖
を
片
手
に
三
か
月
か
け
て
歩
い
た
旅
に

は
く
ら
べ
る
べ
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
ず
か
に
速
玉
神
社

な
ど
新
宮
の
二
社
、
一
番
札
所
の
青
岸
渡
寺
、
那
智
滝
、

二
番
札
所
の
紀
三
井
寺
な
ど
南
紀
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

あ
そ
う

し
か
し
田
辺
市
や
そ
の
近
郊
の
朝
来
で
は
、
愚
庵
が
道
に

迷
っ
た
末
に
訪
ね
た
園
鏡
寺
や
、
愚
庵
の
故
郷
い
わ
き
市

ゆ
か
り
の
安
藤
氏
菩
提
寺
海
蔵
寺
な
ど
も
訪
ね
、
田
辺
出

ね
空
に
、
心
か
ら
感
動
し
た
気
持
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

も
う
一
人
広
い
海
と
巨
大
な
異
国
船
を
見
て
、
感
動
し

た
男
が
あ
り
ま
す
。

清
水
次
郎
長
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
七
歳
の
時
、

清
水
港
に
入
港
し
た
中
国
寧
波
の
巨
大
な
貿
易
船
「
特
泰

号
」
を
見
て
、
世
界
の
広
い
こ
と
を
知
り
、
い
つ
か
、
海

の
向
こ
う
の
世
界
へ
行
っ
て
見
た
い
と
い
う
夢
を
も
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
本
一
力
さ
ん
は
「
深
川
駕
篭
」
「
辰
己
八
景
」
な
ど
、

次
々
と
ヒ
ッ
ト
作
を
飛
ば
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
山
本
一

力
フ
ァ
ン
と
共
に
、
今
後
一
層
の
縦
横
無
尽
の
御
活
躍
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
室
伏
尚
美
・
運
営
委
員
）

天
田
愚
庵
「
順
稽
日
記
」
の
足
跡
を
訪
ね
て

明
治
二
十
六
年
次
郎
長
没
年
の
秋
彼
岸
に
出
発

愚
庵
が
明
治
二
十
六
年
、
北
海
道
か
ら
の
帰
途
立
ち

ば
ん
き
ゅ
う

寄
っ
た
当
時
の
梅
蔭
寺
住
職
は
菖
休
和
尚
で
す
。
こ
の
人

は
紀
州
田
辺
近
郊
朝
来
の
図
鏡
寺
出
身
。
次
郎
長
は
寓
休

和
尚
の
こ
と
を
「
紀
州
か
ら
来
た
御
用
木
」
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。

こ
の
話
を
伝
え
て
い
る
の
は
、
寓
休
和
尚
の
弟
子
月
心

和
尚
で
す
。
月
心
和
尚
は
編
集
子
の
祖
父
に
当
り
ま
す
が
、

昭
和
八
年
当
時
の
静
岡
放
送
局
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
か
ら
次
郎
長

に
つ
い
て
の
ラ
ジ
オ
放
送
し
た
時
の
草
稿
に
こ
の
こ
と
が

書
い
て
あ
り
ま
す
。

き
っ
と
融
通
の
き
か
な
い
頑
固
で
真
面
目
な
人
柄
だ
っ

た
の
で
、
「
紀
州
の
御
用
木
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

出
家
し
た
愚
庵
と
寓
休
和
尚
が
初
め
て
出
会
う
の
は
、
愚

庵
が
北
海
道
か
ら
の
帰
途
梅
蔭
寺
に
立
ち
寄
る
明
治
二
十

六
年
六
月
の
こ
と
な
の
で
す
。

－２－

天田愚庵「順謄日記」草稿・立命館図害館蔵

熊
楠
邸
の
庭
内
に
一
本
の
青
々
と
葉
を
茂
ら
せ
た
蜜
柑

の
若
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
説
明
板
に
は
「
安
藤
み

か
ん
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
見
学
す
る
主
目
的
は
こ
の

も
う
二
十
年
も
前
、
菖
休
和
尚
の
来
歴
を
調
べ
る
た
め

編
集
子
は
南
紀
を
歩
き
、
そ
の
一
日
、
田
辺
の
市
立
図
書

館
で
当
時
館
長
を
さ
れ
て
い
た
杉
中
浩
一
郎
さ
ん
に
お
会

い
し
ま
し
た
。
「
順
穏
日
記
」
の
回
鏡
寺
の
く
だ
り
に
「
熊

山
」
と
あ
る
の
は
、
「
熊
撤
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
の
こ

と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
そ
の
時
の
こ
と
で
し
た
。

二
十
年
ぶ
り
の
南
紀
の
旅
の
一
一
一
日
め
、
私
た
ち
は
ジ
ャ

ン
ボ
・
タ
ク
シ
ー
を
雇
っ
て
朝
来
の
圃
鏡
寺
か
ら
田
辺
へ

み
念
み
か
た

向
か
い
ま
し
た
。
田
辺
の
最
初
の
見
学
予
定
地
は
、
南
方

く
ま
く
す

熊
楠
邸
で
す
。
一
一
十
年
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
杉
中
さ
ん
は
、

も
う
八
十
歳
を
超
え
て
お
ら
れ
る
は
ず
だ
が
、
背
筋
を
ぴ

ん
と
伸
ば
し
、
す
た
す
た
と
私
た
ち
よ
り
も
早
く
歩
い
て
、

熊
楠
邸
か
ら
海
蔵
寺
、
闘
鶏
神
社
へ
と
先
導
さ
れ
ま
し
た
。



－３－

安
藤
み
か
ん
に
あ
り
ま
し
た
。
杉
中
蚤
》
ん
は
私
た
ち
の
た

め
に
、
安
藤
み
か
ん
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
南
方
熊
楠

の
書
簡
を
資
料
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

安
藤
み
か
ん
は
、
紀
州
藩
安
峠
家
の
邸
内
に
あ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
《
》
｜
’
紀
州
か
ら

来
た
御
用
木
一
と
呼
ば
れ
た
菖
休
和
尚
が
住
職
を
し
て
い

た
明
治
・
人
正
時
代
に
梅
蔭
寺
境
内
に
も
移
植
さ
れ
、
編

集
子
の
子
ど
も
の
時
分
に
は
、
毎
年
秋
、
夏
み
か
ん
ほ
ど

の
大
き
さ
の
実
を
、
青
い
う
ち
に
収
稚
し
て
い
ま
し
た
。

行
い
う
ち
が
最
も
美
味
な
の
で
す
。
明
治
一
・
十
種
代
の
熊

楠
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
こ
の
安
藤
み
か
ん
が
、
静
岡
県
庵

原
郡
蒲
原
町
志
刈
学
而
の
維
営
す
る
蜜
柑
園
で
栽
培
さ
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
安
藤
み
か
ん
に
注
目
し
た
南
方
熊
楠
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
昭
和
天
皇
に
も
侍
講
し
た
偉
人
な
植
物

学
省
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
夏
Ⅱ
淑
石
や
征
岡
子
飢
と
同

級
生
で
も
あ
り
ま
す
。
明
治
十
七
年
入
学
の
東
京
帝
同
大

学
予
備
門
の
成
績
表
合
南
方
熊
楠
ア
ル
バ
ム
』
〉
に
は
、

南方熊楠邸の安蘇みかん

塩
原
金
之
助
（
欺
石
〉
や
正
岡
常
規
（
子
規
）
の
名
と
と

も
に
熊
楠
の
名
が
並
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
も
う
》
人
こ

こ
随
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
物
の
名
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
憾
州
巾
汀
小
十
郎
率
と
い
う
人
物
で
す
《
》
彼
は
最
後
の

元
老
西
圃
寺
公
望
の
秘
詳
宮
で
あ
り
、
立
命
館
入
学
創
立

軒
と
し
て
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
熱
烈
な
愚
庵
信
奉

将
で
あ
り
、
住
居
も
隣
合
わ
せ
、
晩
年
の
愚
庵
と
毎
日
朝

食
を
共
に
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

熊
一
補
邸
か
ら
杉
巾
さ
ん
の
案
内
で
海
蔵
寺
、
側
鶏
神
社

と
歩
い
た
私
た
ち
挙
行
は
、
川
辺
駅
か
ら
；
Ｒ
に
乗
り
、

や
愛
‐
鋸
箇
所
第
二
札
所
の
紀
や
一
・
井
寺
に
向
か
い
ま
、
》
た
ｃ

南
紀
熊
野
古
道
の
旅

天
野
香

蕊
月
の
さ
わ
や
か
な
１
、
『
順
柵
列
記
』
を
た
ど
り
な
が
一

ら
惟
界
遺
産
を
訪
ね
た
。

新
宮
駅
に
降
り
る
と
、
駅
前
に
わ
が
同
最
初
の
脈
語
体
一

に
よ
る
童
謡
刊
は
と
ぽ
っ
ぽ
」
の
歌
碑
が
蘭
に
人
為
余
愚
一

庵
が
訪
ね
た
徐
福
の
墓
の
代
わ
り
に
、
徐
福
公
側
の
入
肥

に
は
巾
脚
風
の
き
ら
び
や
か
な
楼
円
が
建
ち
、
不
老
長
寿
一

の
雅
薬
を
求
め
て
渡
来
し
た
徐
福
を
偲
ば
せ
る
。

私
た
ち
は
Ⅲ
界
遺
産
の
熊
野
速
玉
大
社
に
向
う
＊
緋
や
．

か
な
朱
塗
り
の
大
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
心
静
ま
る
空
剛
が

広
が
っ
て
い
る
。
左
に
平
重
盛
の
手
植
え
と
伝
え
ら
れ
る
一

巨
人
な
ナ
ギ
の
樹
が
あ
る
。
か
つ
て
平
治
の
乱
の
後
に
、

平
軍
礁
は
大
勝
利
を
感
謝
し
て
速
玉
神
社
に
自
ら
祢
木
を

植
え
た
と
い
う
。
神
関
を
く
ぐ
る
と
牡
麗
な
朱
塗
り
の
社

殿
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
神
宮
の
説
明
に
よ
る
と
、
以
前

は
神
倉
別
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
和
々
を
今
の
場
所
に
移
し

『
・
新
宮
」
の
名
が
お
こ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
私
は
す
す
め

ら
れ
て
神
倉
神
社
に
行
く
こ
と
に
し
た
書

慰
庵
も
速
読
神
社
に
次
い
で
神
倉
神
社
に
詣
で
て
い
る
。

き
ざ
陣
し

『
順
禰
Ⅱ
記
」
十
月
十
七
日
に
は
、
零
万
の
階
段
岡
五
町
登

れ
ば
、
山
の
頂
き
に
差
し
出
て
た
ろ
大
巌
あ
り
》

と
記
さ
れ
て
い
る
ｃ
私
は
石
段
鵜
見
て
驚
い
た
謬
蕊
一
“
・
八

段
の
液
段
は
、
か
つ
て
見
た
垣
と
が
な
い
ほ
ど
曲
り
く

ね
っ
た
急
な
石
段
で
、
・
つ
ひ
と
つ
が
高
い
た
め
杖
も
役

立
た
ず
、
私
た
ち
は
四
つ
ん
這
い
で
鷲
っ
た
。
山
の
頂
き

臆
は
ゴ
ト
ご
キ
岩
を
御
神
体
と
す
る
刺
堂
が
あ
る
。

心
地
よ
い
風
に
あ
た
り
、
し
み
い
る
よ
う
な
青
い
空
、

黒
潮
洗
う
白
浜
の
海
岸
と
新
緑
の
隅
や
ま
な
ど
、
新
宮
の

街
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
い
。
夜
歓
新
宮
の
さ
る
居
酒
屋
で

名
物
の
め
は
り
ず
し
、
鯨
の
さ
し
み
な
ど
を
堪
能
し
た
。

翌
朝
は
里
・
京
ち
で
．
｜
・
○
○
山
年
七
月
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
熊
野
古
道
を
通
り
那
智
を
訪
ね
る
準
古
代
か
ら

中
仙
に
か
げ
て
神
の
こ
も
る
川
と
信
じ
ら
れ
た
熊
野
の
地

は
、
上
皇
、
蛍
族
か
ら
庶
蝿
に
這
る
ま
で
多
く
の
人
々
が

参
詣
し
て
い
る
今

勝
浦
町
大
門
坂
は
背
の
姿
の
ま
ま
残
り
、
樹
齢
八
白
年

の
夫
婦
杉
、
蒼
然
と
並
ぶ
杉
木
立
に
い
に
し
え
の
ロ
マ
ン

を
感
じ
る
。
夫
婦
杉
の
手
前
の
大
門
坂
茶
屋
で
は
、
熊
野

詣
の
樵
ん
だ
っ
た
頃
の
平
安
衣
装
を
貸
し
て
く
れ
る
。
私

は
早
速
、
衣
装
に
身
を
包
み
往
時
を
偲
び
つ
つ
散
策
を
楽

し
ん
だ
。
こ
こ
に
も
源
頼
朝
寄
進
と
さ
れ
る
石
段
が
続
き
、

那
智
入
社
に
着
く
。
熊
野
一
・
・
山
の
・
つ
で
那
智
の
大
滝
を

信
仰
す
る
自
然
崇
拝
に
始
ま
り
、
岡
世
紀
に
現
在
地
に
社

殿
を
移
し
た
。
熊
野
造
り
、
権
現
造
り
の
朱
躍
り
も
鮮
や

か
で
あ
る
。
台
湾
人
ら
し
い
若
者
た
ち
の
ツ
ア
ー
で
境
内

は
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
西
同
節
雫
番
札
所
と
し
て
名
高
い

行
岸
渡
寺
の
お
堂
は
秀
吉
公
の
建
立
と
順
漉
日
記
に
あ
る
。



追
悼
府
川
松
太
郎
さ
ん

－４－

那
智
の
滝
を
右
側
に
み
る
朱
塗
り
の
三
重
塔
に
目
を
見
は

る
。
一
番
札
所
の
御
主
印
を
頂
き
、
急
坂
を
下
っ
て
大
滝

を
見
る
。

十
月
十
九
日
の
『
順
鵡
日
記
」
に
こ
う
記
し
て
あ
る
。

「
滝
は
数
百
丈
の
岩
の
上
よ
り
、
大
浪
の
崩
れ
か
か
る
が

如
く
、
綿
を
投
げ
散
ら
す
が
如
く
、
山
も
ど
よ
み
て
落
ち

た
ぎ
る
」

銅
一
厘
匡
匠
一
厘

さ
ん
に
よ
り
南
方
熊
楠
邸
を
ご
案
内
し
て
頂
い
た
。
邸
内

に
は
安
藤
み
か
ん
の
樹
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
杉
中
さ
ん

か
ら
熊
楠
と
安
藤
み
か
ん
の
関
わ
り
を
記
し
た
資
料
な
ど

頂
い
た
。
梅
蔭
寺
に
は
、
蔑
休
和
尚
が
田
辺
か
ら
移
植
し

た
安
藤
み
か
ん
の
大
樹
が
あ
り
、
青
い
果
実
が
た
わ
わ
に

実
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

杉
中
さ
ん
は
紀
州
藩
付
家
老
安
藤
氏
ゆ
か
り
の
海
蔵
寺

や
闘
鶏
神
社
（
境
内
に
藤
巌
神
社
あ
り
）
も
御
案
内
し
て

下
さ
っ
た
。

帰
途
は
和
歌
山
で
途
中
下
車
し
、
第
二
番
札
所
の
紀
三

井
寺
に
参
詣
し
た
。
二
百
段
を
超
え
る
石
段
で
あ
る
。

こ
の
春
、
私
は
桜
に
誘
わ
れ
て
「
順
腿
日
記
』
の
第
二

よ
し
み
ね

十
番
札
所
の
善
峯
寺
と
第
一
二
十
三
番
札
所
華
厳
寺
を
参
詣

し
た
。
こ
う
し
て
西
国
三
十
三
箇
所
の
う
ち
、
四
箇
所
を

廻
っ
た
こ
と
に
な
る
。

残
さ
れ
た
札
所
を
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
な
が
ら
廻
っ
て

み
た
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
（
運
営
委
員
）

昨
年
（
平
成
十
六
年
）
十
月
二
日
、
府
川
松
太
郎
さ

ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
享
年
九
十
一
歳
で
あ

る
。

府
川
さ
ん
は
平
成
四
年
本
会
創
立
に
際
し
て
、
趣
意

害
の
起
草
か
ら
関
わ
り
、
設
立
線
会
に
お
い
て
は
議
長

を
つ
と
め
た
、
い
わ
ば
元
老
で
あ
る
。

織灘

●
網
会
会
場
の
興
津
公
民
館
は
昨
年
完
成
し
た
ば
か
り
。

こ
け
ら柿

落
と
し
に
は
馬
琴
師
匠
が
出
演
。
師
匠
の
生
家
は
、
こ

の
公
民
館
真
正
而
に
あ
た
る
国
道
沿
い
に
あ
る
。
あ
の
正

岡
子
規
が
明
治
三
十
五
年
、
転
地
療
養
を
決
意
し
た
病
室

は
、
師
匠
生
家
の
筋
向
か
い
、
今
の
河
村
医
院
の
場
所
で

あ
る
。
子
規
の
句
碑
は
清
見
寺
の
前
に
あ
る
。

●
劇
団
扇
座
公
演
「
清
水
次
郎
長
伝
・
異
聞
～
語
り
継
ぐ

者
た
ち
」
を
見
る
。
神
田
伯
山
、
広
沢
虎
造
、
天
田
愚
庵

を
演
ず
る
若
手
俳
優
の
強
烈
な
演
技
が
印
象
的
。

●
「
次
郎
長
翁
を
知
る
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス

は
次
の
通
り
で
す
。
耳
ｇ
“
ご
胃
○
ｓ
○
．
８
目

識

共
に
中
心
的
存
在
と
し
て
創
立
以
来
活
躍
さ
れ
た

服
部
令
一
さ
ん
が
平
成
十
四
年
に
逝
去
さ
れ
、
続
い
て

府
川
さ
ん
が
鬼
籍
に
入
り
、
本
会
の
重
鎮
を
相
次
い
で

失
っ
た
こ
と
は
痛
恨
の
き
わ
み
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

府
川
さ
ん
は
大
正
三
年
旧
清
水
市
追
分
三
十
七
番

地
に
生
ま
れ
、
老
舗
追
分
羊
か
ん
の
経
営
に
従
事
す
る

か
た
わ
ら
、
「
松
太
郎
童
話
上
・
下
」
「
追
分
今
昔
記
」

「
梶
原
平
三
景
時
」
「
駿
河
讃
歌
」
な
ど
郷
土
の
史
話

を
ま
と
め
た
著
作
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。

ま
た
座
談
、
小
話
の
名
手
で
、
次
郎
長
翁
を
知
る
会

の
バ
ス
旅
行
な
ど
の
時
、
軽
妙
な
語
り
口
で
周
囲
を
笑

わ
せ
て
い
た
こ
と
を
、
編
集
子
は
い
ま
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
（
合
掌
）

霧嘩

那智の滝

愚
庵
が
訪
ね
た
時
は
秋
も
深
ま
る
季
節
だ
っ
た
が
、
今

は
新
緑
。
雨
も
た
っ
ぷ
り
降
っ
た
故
か
、
滝
の
水
量
も
豊

か
で
「
山
も
ど
よ
み
て
落
ち
た
ぎ
る
」
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

愚
庵
は
徒
歩
で
熊
野
古
道
を
通
り
、
道
に
迷
い
な
が
ら

十
月
二
十
五
日
に
朝
来
の
円
鏡
寺
を
訪
ね
、
二
十
六
日
か

ら
二
十
七
日
に
か
け
て
田
辺
の
海
蔵
寺
、
藤
殿
神
社
を
訪

ね
て
い
る
。
私
た
ち
一
行
は
白
浜
に
泊
り
、
翌
朝
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ク
シ
ー
で
朝
来
か
ら
田
辺
市
内
を
廻
っ
た
。

円
鏡
寺
は
明
治
、
大
正
時
代
に
梅
蔭
寺
の
住
職
を
つ
と

め
た
蔑
休
和
尚
の
出
身
地
で
あ
る
。
私
た
ち
は
円
鏡
寺
住

職
か
ら
お
茶
の
接
待
を
受
け
、
色
紙
を
頂
い
た
。
本
堂
前

に
は
巨
大
な
高
田
川
化
石
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
山
門
の

所
に
立
つ
と
遠
く
熊
野
古
道
が
見
渡
せ
る
。

田
辺
市
で
は
、
元
田
辺
市
立
図
書
館
長
の
杉
中
浩
一
郎


